
18 

ることはできない。また、原則として 年次以降に履修することはできない。

科目区分 授業科目 開講 学年 単位

履修方法

備考初等教育
健康体育

子ども
支援

科目

論理・推理・解釈 半期 ・

「
」

選択者のみ履修可

基礎法律学Ⅰ 半期 ・

基礎法律学Ⅱ 半期 ・

応用法律学 半期 ・

論述問題演習 半期 ・

パブリックサービス・
インターンシップ

半期 ・

半期

半期

半期

半期 ・

半期 ・

グローバルインターン
シップ＆セミナー

半期 ・
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第 章 専門教育科目

Ⅰ．人間開発学部

人間開発学部は、「人間力の育成」という社会の要請を受けて設置された、新しい発想による「人づくり」

を目指す教育系学部である。「人間開発」とは、さまざまなストレスやプレッシャーなどにより閉じられたま

まになっている人間の潜在能力や才能を「弾 はじ ける」「拓 ひら く」「拡 ひろ がる」ように引き出し、

その人がその人らしく生きようとする力、すなわち「人間力」を育むことにほかならない。本学部では、國學

院大學の建学の精神である神道精神（日本人としての主体性を保持した寛容性と謙虚さ）に基づく伝統文化教

育を基盤としつつ、教育学・人間発達学、体育学・生理学といった人間科学を中心とする学際的・実践的な学

問を教授することによって、「頑張ることを応援する教育」を実践する「人間開発」型教育者・指導者を養成

する。

履修について（全学科共通）

【卒業に必要な最低単位数】

本学に 年（ 学期）以上在学し、所定の単位を修得すれば卒業と認定し、人間開発学部にあっては、初

等教育学科・子ども支援学科は学士（教育学）、健康体育学科は学士（体育学）の学位が授与される。ただ

し、～ 年の各年次に 学期以上在学することが必要である。卒業に要する単位数は下表のとおりである。

科目区分 初等教育・健康体育・子ども支援学科

共通教育科目 単位以上

専門教育科目 単位以上※

合計 単位以上※

※ 以下の科目は要卒単位には含まれない。

（三 学科共通）教育実習Ⅰ ・Ⅰ ・Ⅱ・Ⅲ、教職実践演習

（初等教育学科）特別支援教育実習、病弱児の心理・生理・病理、障害児の生理・病理、障害児指導法

障害児の教育、視覚障害児教育総論、聴覚障害児教育総論

（子ども支援学科）教育インターンシップ、保育実習指導Ⅰ ・Ⅰ ・Ⅱ・Ⅲ、保育実習Ⅰ～Ⅲ

※ 共通教育科目、専門教育科目から上表のとおり単位を修得し、合計 単位以上修得すること。

【進級条件】

進級の時期は各年度の初めとする。進級するには、各年次において 学期以上在学することが必要である。

ただし、 年次から 年次への進級には、 年次終了までに 学期以上在学し、卒業に要する単位で 単位

以上を修得すること。

【履修規程】

共通教育科目の必修科目及び専門教育科目はたまプラーザキャンパスで受講する。これ以外の科目は両キ

ャンパスのすべての授業時間帯で受講できる。
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ることはできない。また、原則として 年次以降に履修することはできない。

科目区分 授業科目 開講 学年 単位

履修方法

備考初等教育
健康体育

子ども
支援

科目

論理・推理・解釈 半期 ・
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半期 ・
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